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1. 平成30年3月期第1四半期の連結業績（平成29年4月1日～平成29年6月30日）

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する四

半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

30年3月期第1四半期 3,908 △35.7 △43 ― 7 ― 428 ―

29年3月期第1四半期 6,076 21.2 △33 ― △47 ― △87 ―

（注）包括利益 30年3月期第1四半期　　1,008百万円 （―％） 29年3月期第1四半期　　△97百万円 （―％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

30年3月期第1四半期 12.59 ―

29年3月期第1四半期 △2.57 ―

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

30年3月期第1四半期 8,489 1,966 23.2

29年3月期 11,627 2,508 10.1

（参考）自己資本 30年3月期第1四半期 1,966百万円 29年3月期 1,174百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

29年3月期 ― 0.00 ― 2.00 2.00

30年3月期 ―

30年3月期（予想） 0.00 ― 3.00 3.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 有

３０年３月期（予想）期末配当金の内訳　普通配当　２円00銭　記念配当　１円00銭

※本日(平成29年８月８日)公表いたしました「期末配当予想の修正(記念配当)に関するお知らせ」をご覧ください。

3. 平成30年 3月期の連結業績予想（平成29年 4月 1日～平成30年 3月31日）

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 15,000 △43.0 170 △53.2 210 △39.8 500 166.0 14.69

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 有



※ 注記事項

(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 有

新規 ― 社 （社名） 、 除外 1 社 （社名） 堀田丸正株式会社

堀田丸正株式会社を除外により同社子会社４社も異動しております。

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

(4) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 30年3月期1Q 34,497,058 株 29年3月期 34,497,058 株

② 期末自己株式数 30年3月期1Q 456,866 株 29年3月期 456,866 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 30年3月期1Q 34,040,192 株 29年3月期1Q 34,040,192 株

※四半期決算短信は四半期レビューの対象外です

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

・本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、実際
の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。

・当社は、決算補足説明資料を、この決算短信公表後速やかに当社ホームページに掲載する予定です。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第１四半期連結累計期間における国内経済は、緩やかな景気回復基調にあるものの、海外政治情勢の不安定さ

などにより依然として先行き不透明な状況が続いております。

こうした中、当社グループは、スポーツ事業の譲渡及び卸売事業を営む子会社の株式売却を行い、事業を美容事

業と和装宝飾事業に集約する大規模な選択と集中を実行し、新たな成長加速に向けた事業再編を開始いたしました。

当第１四半期連結累計期間の連結業績は、事業撤退の影響により、売上高は39億８百万円（前年同四半期比35.7

％減）、営業損失は43百万円（前年同四半期は営業損失33百万円）となりましたが、経常利益については、事業譲

渡による収入をシンジケートローンの早期返済に充当することより支払利息が減少し、また受取配当金が増加した

こと等により７百万円（前年同四半期は経常損失47百万円）となりました。親会社株主に帰属する四半期純利益に

ついては、スポーツ事業の撤退損69百万円の計上及び卸売事業の撤退損23百万円の計上等があったものの、卸売子

会社の株式を一部売却したことによる売却益の計上があり、４億28百万円（前年同四半期は親会社株主に帰属する

四半期純損失87百万円）となりました。

　（セグメント別の状況）

・美容事業

不採算店舗を前期13店舗閉鎖したことにより、売上高は５億11百万円（前年同四半期比7.5％減）となりました

が、損益面では、スタッフへの技術研修の強化や販促活動の効率化を実施したことにより客数や単価の改善が図

られ、セグメント利益10百万円（前年同四半期はセグメント損失３百万円）となりました。

　

・和装宝飾事業

和装小売部門での売上高は前年同四半期比100.5％と堅調に推移いたしましたが、宝飾小売部門において、前

期、不採算店舗11店舗を閉鎖した影響があり、売上高は25億２百万円（前年同四半期比2.1％減）となりました。

損益面では、和装小売部門において人件費増があり、セグメント利益は27百万円（前年同四半期比2.3％減）とな

りました。

・ＤＳＭ事業

売上高は販売員の減少により５億12百万円（前年同四半期比8.5％減）となりましたが、損益面では、事業所統

合によるコスト削減を図ったことにより、セグメント利益５百万円（前年同四半期比471.5％増）となりました。

・スポーツ事業

平成29年５月23日付で事業譲渡を実行したことにより、売上高は３億78百万円（前年同四半期比45.3％減）と

なりました。また、この事業譲渡に向けて商品整理や棚卸を実施したため、営業日数が通常の７割程度となった

影響もあり、セグメント損失は１億36百万円（前年同四半期はセグメント損失68百万円）となりました。

・卸売事業

平成29年５月24日、25日付で、卸売事業を営む堀田丸正株式会社の株式を一部売却したことにより、卸売事業

は当第１四半期の期首で連結の範囲から除外しております。前年同四半期における当該事業の売上高15億32百万

円、セグメント利益20百万円が減少することとなりました。

　

・その他の事業

その他の事業に含まれていた堀田丸正株式会社の子会社３社を、期首で連結の範囲から除外したため、売上高

は、０百万円（前年同四半期比99.9％減）となり、セグメント損失４百万円（前年同四半期はセグメント利益１

百万円）となりました。
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（２）財政状態に関する説明

当第１四半期連結会計期間末における総資産は、前連結会計年度末に比べて31億37百万円減少し84億89百万円

となりました。これは主にスポーツ事業及び卸売事業の撤退による影響であり、現金及び預金が10億68百万円増

加、受取手形及び売掛金が15億15百万円減少、商品及び製品が18億56百万円減少、有形固定資産が９億58百万円

減少し、また関係会社株式の保有目的変更に伴い、投資有価証券が９億93百万円増加したことによるものであり

ます。

負債につきましては、前連結会計年度末に比べて25億95百万円減少し65億23百万円となりました。

その主な要因は、支払手形及び買掛金が７億38百万円減少、短期借入金が３億円減少、長期借入金が８億57百万

円減少したことによるものであります。

純資産につきましては、前連結会計年度末に比べ５億42百万円減少し19億66百万円となりました。これは主に、

親会社株主に帰属する四半期純利益計上による利益剰余金４億28百万円の増加、剰余金の配当68百万円、卸売事

業の連結除外による利益剰余金の減少91百万円、非支配株主持分13億34百万円の減少によるものです。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

平成29年６月15日に公表いたしました平成30年３月期の連結業績予想を修正いたしました。詳細につきまして

は、本日（平成29年８月８日）開示いたしました、「業績予想の修正に関するお知らせ」をご参照ください。

決算短信（宝印刷） 2017年08月08日 09時24分 3ページ（Tess 1.50(64) 20160317_01）



株式会社ヤマノホールディングス(7571) 平成30年３月期 第１四半期決算短信

4

２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：千円)

前連結会計年度
(平成29年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成29年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,531,138 2,599,198

受取手形及び売掛金 2,655,459 1,139,936

電子記録債権 165,975 -

商品及び製品 3,449,795 1,592,931

仕掛品 18,890 -

原材料及び貯蔵品 63,871 2,012

繰延税金資産 11,820 11,820

その他 367,166 357,185

貸倒引当金 △42,156 △15,543

流動資産合計 8,221,962 5,687,541

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 1,871,562 994,106

減価償却累計額 △1,315,282 △656,581

建物及び構築物（純額） 556,280 337,525

機械装置及び運搬具 9,781 -

減価償却累計額 △9,426 -

機械装置及び運搬具（純額） 354 -

工具、器具及び備品 409,096 218,396

減価償却累計額 △360,167 △190,235

工具、器具及び備品（純額） 48,928 28,161

土地 743,633 37,411

リース資産 82,008 51,322

減価償却累計額 △54,231 △35,725

リース資産（純額） 27,776 15,597

有形固定資産合計 1,376,974 418,695

無形固定資産

のれん 181,651 167,584

その他 86,034 55,292

無形固定資産合計 267,686 222,876

投資その他の資産

投資有価証券 131,321 1,124,989

長期貸付金 11,475 8,704

繰延税金資産 83,131 -

敷金及び保証金 1,317,612 987,664

その他 287,431 50,174

貸倒引当金 △70,460 △11,029

投資その他の資産合計 1,760,512 2,160,502

固定資産合計 3,405,173 2,802,074

資産合計 11,627,135 8,489,616
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(単位：千円)

前連結会計年度
(平成29年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成29年６月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 2,433,781 1,695,099

電子記録債務 605,604 403,451

短期借入金 300,500 -

1年内償還予定の社債 36,400 31,400

1年内返済予定の長期借入金 407,060 192,150

未払金 597,147 514,214

前受金 1,831,465 1,705,883

未払法人税等 78,903 21,101

賞与引当金 99,218 124,060

返品調整引当金 33,308 -

ポイント引当金 54,150 38,007

株主優待引当金 4,756 4,756

資産除去債務 4,365 2,275

その他 505,575 435,353

流動負債合計 6,992,236 5,167,752

固定負債

社債 73,800 60,600

長期借入金 1,447,780 589,800

長期未払金 175,852 110,923

繰延税金負債 30,652 250,780

資産除去債務 319,336 280,849

その他 78,799 62,452

固定負債合計 2,126,220 1,355,406

負債合計 9,118,457 6,523,158

純資産の部

株主資本

資本金 100,000 100,000

利益剰余金 1,111,671 1,323,485

自己株式 △53,008 △53,008

株主資本合計 1,158,662 1,370,477

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 9,691 595,980

為替換算調整勘定 6,081 -

その他の包括利益累計額合計 15,772 595,980

非支配株主持分 1,334,242 -

純資産合計 2,508,678 1,966,457

負債純資産合計 11,627,135 8,489,616
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第１四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第１四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年６月30日)

売上高 6,076,837 3,908,979

売上原価 3,336,312 1,938,100

売上総利益 2,740,524 1,970,878

販売費及び一般管理費 2,774,035 2,014,076

営業損失（△） △33,510 △43,197

営業外収益

受取利息及び配当金 1,837 55,649

受取地代家賃 3,119 1,089

助成金収入 8,130 -

その他 5,088 3,270

営業外収益合計 18,175 60,010

営業外費用

支払利息 9,666 5,246

手形売却損 539 -

為替差損 12,523 -

その他 9,460 3,946

営業外費用合計 32,189 9,192

経常利益又は経常損失（△） △47,524 7,619

特別利益

固定資産売却益 - 43,858

関係会社株式売却益 - 499,637

特別利益合計 - 543,496

特別損失

固定資産除却損 0 205

減損損失 907 -

事業撤退損 - 92,718

店舗閉鎖損失 8,575 259

その他 - 11,818

特別損失合計 9,482 105,002

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

△57,007 446,113

法人税、住民税及び事業税 24,893 21,101

法人税等調整額 1,563 △3,423

法人税等合計 26,456 17,678

四半期純利益又は四半期純損失（△） △83,463 428,435

非支配株主に帰属する四半期純利益 4,087 -

親会社株主に帰属する四半期純利益又は親会社株主
に帰属する四半期純損失（△）

△87,551 428,435
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四半期連結包括利益計算書

第１四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第１四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年６月30日)

四半期純利益又は四半期純損失（△） △83,463 428,435

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △8,871 586,288

為替換算調整勘定 △5,106 △6,081

その他の包括利益合計 △13,977 580,207

四半期包括利益 △97,441 1,008,642

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 △95,075 1,008,642

非支配株主に係る四半期包括利益 △2,366 -
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　 該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

当第１四半期連結会計期間の期首において、卸売事業を営む堀田丸正株式会社及び堀田丸正子会社４社を連結の

範囲から除外いたしました。この結果、当第１四半期連結会計期間末において利益剰余金が91,345千円減少してお

ります。

また、当社は平成29年５月18日付で、連結子会社である株式会社マイスタイルの株式を追加取得いたしました。

この結果、当第1四半期連結会計期間末において、利益剰余金が57,195千円減少しております。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第１四半期連結累計期間(自 平成28年４月１日 至 平成28年６月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：千円)

報告セグメント

美容 和装宝飾 ＤＳＭ スポーツ 卸売

売上高

外部顧客への売上高 552,979 2,556,212 560,502 692,595 1,532,745

セグメント間の内部売上高
又は振替高

34 ― ― ― 37,074

計 553,014 2,556,212 560,502 692,595 1,569,820

セグメント利益又は損失(△) △3,532 28,057 975 △68,170 20,390

報告セグメント
その他
(注１)

合計
調整額
(注２)

四半期連結
損益計算書
計上額
(注３)計

売上高

外部顧客への売上高 5,895,035 181,802 6,076,837 ― 6,076,837

セグメント間の内部売上高
又は振替高

37,109 9,813 46,923 △46,923 ―

計 5,932,145 191,615 6,123,761 △46,923 6,076,837

セグメント利益又は損失(△) △22,279 1,055 △21,224 △12,286 △33,510

(注) １ その他には、報告セグメントに含まれない事業セグメントである金融事業及びその他事業等を含んでおりま

す。

２ セグメント利益又は損失(△)の調整額△12,286千円には、セグメント間取引消去2,238千円、のれん償却額

△11,400千円、各報告セグメントに配分していない全社費用△1,433千円及び棚卸資産の調整額△1,691千円

が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

３ セグメント利益又は損失(△)は、四半期連結損益計算書の営業損失と調整を行っております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（固定資産に係る重要な減損損失）

「美容」セグメントにおいて、店舗閉鎖の決定による減損損失を計上しております。

なお、当該減損損失の計上額は、当第１四半期連結累計期間においては907千円であります。
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Ⅱ 当第１四半期連結累計期間(自 平成29年４月１日 至 平成29年６月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：千円)

報告セグメント

美容 和装宝飾 ＤＳＭ スポーツ 卸売

売上高

外部顧客への売上高 511,513 2,502,476 512,941 378,687 ―

セグメント間の内部売上高
又は振替高

70 ― ― ― ―

計 511,584 2,502,476 512,941 378,687 ―

セグメント利益又は損失(△) 10,088 27,417 5,573 △136,202 ―

報告セグメント
その他
(注１)

合計
調整額
(注２)

四半期連結
損益計算書
計上額
(注３)計

売上高

外部顧客への売上高 3,905,618 124 3,905,742 3,236 3,908,979

セグメント間の内部売上高
又は振替高

70 2,879 2,950 △2,950 ―

計 3,905,689 3,003 3,908,692 286 3,908,979

セグメント利益又は損失(△) △93,124 △4,366 △97,491 54,293 △43,197

(注) １ その他には、報告セグメントに含まれない事業セグメントである金融事業等を含んでおります。

２ セグメント利益又は損失(△)の調整額54,293千円には、のれん償却額△11,400千円、各報告セグメントに配

分していない全社費用65,693千円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般

管理費であります。

３ セグメント利益又は損失(△)は、四半期連結損益計算書の営業損失と調整を行っております。

２．報告セグメントごとの資産に関する情報

当第１四半期連結会計期間において、当社のスポーツ事業を事業譲渡し、スポーツ事業から撤退したため、前連

結会計年度の末日に比べ、「スポーツ事業」のセグメント資産が1,481,787千円減少しております。

また当第１四半期連結会計期間において、「卸売事業」を構成していた堀田丸正株式会社の株式の一部を売却し、

連結の範囲から除外したことにより、前連結会計年度の末日に比べ、「卸売事業」のセグメント資産が5,243,165千

円減少しております。

３．報告セグメントの変更等に関する事項

当第１四半期連結会計期間において、前連結会計年度において連結子会社であった堀田丸正株式会社の株式を一

部売却したため、同社及び同社の子会社４社を連結の範囲から除外したことに伴い、報告セグメント「卸売事業」

を廃止しております。
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